
 Ｌ－０４２４－３ 

 

EPM（End Point Monitor） 
       

ＥＰＭセンサー 

 

 

取扱説明書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      リューベ株式会社 

・ あなたの安全を守るため、作業に入る前にこの取扱説

明書をよく読み、十分内容を理解すること。 

・ この取扱説明書を必要なときすぐ読めるように、常に

所定の場所に保管すること。 
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          はじめに        
 

 

■本装置の用途について 

    
ＥＰＭセンサーは、弊社潤滑システムの各バルブから機械本体

上の各給脂点に送られる潤滑剤の流れと機械部品の温度変化を

監視する装置です。 

これ以外の用途には使用しないでください。 

 

 

■本説明書に使用のマークについて 
 

この説明書では、身体に障害を招く事故を防止するための安全

注意事項を以下のマークを付けて表示しています。これらのマ

ークが付いた注意事項を必ず読み、完全に内容を理解してから

作業を始めてください。 

 

 

 
 

ま

た

、

こ

の説明書では、以下のマークが使われています。この装置を正

しくご使用いただくために、これらのマークが付いた事項を必

ずお読みください。 

       

作業時に気をつけるべき事項です。 

      この装置や機械本体の破損を招く恐れがありま 

す。 

 

この作業を行うとき参考となる情報です。 

 

      参照する項目を示します。 

 

 

記載事項を守らないと、死または重度の 

障害を負う恐れのある事項  

 

 記載事項を守らないと、軽度または中程

度の障害を負う恐れのある事項 

警告

注意
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■問い合わせ先 
 

この説明書の内容について質問や不明点がありましたら、下記

までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■仕様変更について 
 

装置の改良にともない、この説明書に記載されている説明や図

が実際の装置と多少異なることがありますので、あらかじめご

了承ください。 

 

 

■装置の転売／貸与について 
 

装置を転売したり貸与する場合は、この説明書及び装置納入時

に添付されていた書類一式を装置とともにお渡しください。 

 

 

■装置／グリースの廃棄について 
 

装置またはグリースを廃棄する場合は、国と地方の定める法

律・規則に従って処理してください。 

■ 日本 

リューベ株式会社 受注及び問合せセンター 

(つくば工場内) 

〒300-2611 

茨城県つくば市大久保 15-1 

TEL: 029-877-5506   FAX: 029-865-3176 

 

■ 中国 

鲁布润滑机械（上海）有限公司 

上海市外高桥自由贸易试验区泰谷路 88 号 

TEL:021-5868-3818   FAX:021-5868-3880 

 

■ U.S.A 

LUBE USA , Inc. 

1075 Thousand Oaks Blvd, Greenville, SC 29607 

TEL:800-326-3765   FAX:864-242-1652 
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     １．安全上の注意事項      
１－１ 基本的安全注意事項         
 

 

 
１－２ ラベルの種類と貼付位置       

 
この装置には、次のラベル及び刻印がしてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・この説明書をよく読み、内容を完全に理解してか

ら作業に入ること。 

・この説明書は、必要なときすぐ読めるよう、所定

の場所に保管すること。 

・この装置の取扱いは、潤滑システムの設置・調整

の知識と技能を持つものだけが行なうこと。 

・当社の許可なく、この装置を改造したり、変更し

たりしないこと。 

 

  

・この説明書をよく読み、内容を完全に理解してか

ら作業に入ること。 

 

警告

注意



6 

① ＥＰＭセンサー仕様、シリアル（本体に刻印） 

 
 

 
 

 

② 中継基板ユニット表示銘板  

 
 

 

③ 中継基板ユニット仕様、シリアル  

 

 

 

DC3~24V 5mA
MODEL            EPM-L-01-W-2.5-C
CODE No.        420100
SERIAL No.     TE20K0001

DC3~24V 5mA
MODEL            EPM-L-01-W-2.5-C
CODE No.        420100
SERIAL No.     TE20K0001

ＶＯＬＴＡＧＥ　　　　　　　　ＤＣ２４Ｖ±１０％

ＲＡＴＥＤ　ＣＵＲＲＥＮＴ　　１Ａ

ＭＯＤＥＬ
ＣＯＤＥ　　　Ｎｏ．
ＳＥＲＩＡＬ　Ｎｏ．

ＥＰＭ－ＲＵ－３－１
４２０１５０
１８１２００１Ｔ

ＭＡＸＩＭＵＭ

① 



7 

 
 

 

 

④ 末端基板ユニット仕様、シリアル  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＯＬＴＡＧＥ　　　　　　　　ＤＣ２４Ｖ±１０％

ＲＡＴＥＤ　ＣＵＲＲＥＮＴ　　１Ａ

ＭＯＤＥＬ
ＣＯＤＥ　　　Ｎｏ．
ＳＥＲＩＡＬ　Ｎｏ．

ＥＰＭ－ＲＵ－３－１
４２０１５０
１８１２００１Ｔ

ＭＡＸＩＭＵＭ

② 

④ 

③ 
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     ２．仕様と概要       
 

２－１ ＥＰＭシステム概要         

 

 
 

 
 

①ＥＰＭシステムは機械の給脂点での潤滑の流動と温度を測定します。 

②ＥＰＭセンサーの情報は末端基板ユニットを介して中継基板ユニットに送ら 

れます。 

③中継基板ユニットは末端基板ユニットの情報を集約して、上位機器にデータ 

を送信します。 

④中継基板ユニット単体でもアラームを出力することが出来ます。 

⑤アラームの設定は、ＰＣアラーム設定ツールを使用してください。 

⑥中継基板ユニットで収集したデータをＰＣで表示・ロギングする際は、ＰＣ 

モニタリングツールを使用してください。 

 

 

 

中継基板ユニット 

末端基板ユニット 

MU 定量バルブ 

S シリーズポンプ 

EPM センサー 

配線 

給脂配管 EPM センサー 

システム例 ＬＨＬの場合 



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

(1) 本製品は、弊社潤滑システム、指定潤滑剤での使用に限ります。 

(2) 本製品は、定量バルブから吐出をした潤滑剤の流れを検知するものです。 

(3) 本製品は、潤滑剤の流れの有無を検知するもので、吐出量の変化（潤滑剤 

の増減変化）を検知するものではありません。 

(4) 本製品は、潤滑剤の流れを検知した後、次の検知を行う為にはセンサーが 

復帰している必要があります。（接点がＯＮ状態である必要があります。） 

センサーが復帰するまでの時間は、システムの状態やＥＰＭセンサーの個 

体差によって違いが生じます。 

(5) ＥＰＭセンサー単体でご使用になる際は、仕様を確認の上で実施してくだ

さい。 

 

 

 

■EPM センサー 

 潤滑剤の吐出（接点）信号と温度 

（K 型熱電対）信号を検出。 

■末端基板ユニット  

 EPM センサー配線の集約と、通信にて

測定値を送信する。  

 （接点 ON・OFF 情報、温度測定情報） 

■中継基板ユニット  

 末端基板ユニットの情報を収集し、

RS485 通信で外部出力する。  

 末端基板ユニットに電源を供給  

 ポンプ運転信号の取り込み  

 末端基板ユニットの局番設定  

 アラーム出力  

 

温度、吐出状態の 

情報を集約 

各末端基板ユニット

の情報を集約 

ＲＳ４８５通信で集約

した情報を出力 
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２－２ ＥＰＭシステム構成図        

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) ＥＰＭセンサーシステムは、中継基板ユニットと末端基板ユニットから構 

成されます。 

(2) １台の末端基板ユニットには６つのＥＰＭセンサーが接続可能です。 

(3) 中継基板ユニットの各ポートには末端基板ユニットが最大６台接続でき、 

合計最大１８台の末端基板ユニットを接続できます。 

(4) 中継基板ユニットは、さらに上位のＰＬＣなどにＲＳ４８５通信で収集デ

ータを０．５秒周期で送信します。 

 

 

アラーム出力 

末端基板ユニット 

グループ 

 No.3 

末端基板ユニット 

グループ 

 No.2 

末端基板ユニット 

（ID:1） 

末端基板ユニット 

（ID:2） 

末端基板ユニット 

（ID:3） 

末端基板ユニット 

（ID:4） 

末端基板ユニット 

（ID:5） 

末端基板ユニット 

（ID:6） 

末端基板ユニットグループ No.1 （系統 1） 

 

 

末端基板ユニットグループ No.2 （系統 2） 

 

 

末端基板ユニットグループ No.3 （系統 3） 

 

ポート 1 

 
ポート 2 

 
ポート 3 

 

（局番 1） （局番 2） （局番 3） （局番 4） （局番 5） （局番 6） 

各グループの電源は絶縁されています。 

ポンプ 

運転信号 

 

中継基板 

ユニット 

 

Ｓ：ＥＰＭセンサー（ 熱電対 + 接点 ） 

 

CH１ 

 
CH２ 

 
CH３ 

 
CH４ 

 
CH５ 

 
CH６ 

 

EPM センサー識別番号 １３５ 

  

グループ No 

  ID 

  

CH 
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２－３ ＥＰＭセンサー概要         
 

潤滑システム上の末端給脂箇所に設置され、潤滑剤の流れが生じると、内部

の接点が開き、流動を検知します。また、内蔵の温度センサーにより、間接

的に給脂箇所の温度を測定し温度変化も監視できます。 

 

各部名称 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配線（ＰＶＣ） 

チューブ（ナイロン） 

ＥＰＭセンサー本体（アルミ） 

取付ネジ（アルミ） 

内蔵温度センサー 

（Ｋ型熱電対） 

吐出口 

Ｍ２ネジ 

回転止めブラケット 

固定ネジ 

ＨＥＸ１０ 

４３ 

１１ 

３３ 

１１ 

配管の入り込み量 

ワンタッチ継手 18ｍｍ 

ブッシング継手  9ｍｍ 
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電気構造 

 

ＥＰＭセンサーの内部の接点は、通常時は閉じています。潤滑剤が吐出す 

ると接点は開きます。潤滑剤の流動が止まり、一定時間すると接点は閉じ 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 茶色の配線はＧＮＤ（ＣＯＭ）であり、ＥＰＭ本体の金属部と常に 

導通しています。ＥＰＭセンサーを複数取付ける場合は、機械の金 

属部を通して茶色い配線は導通している点にご留意ください。機械 

の金属部を介して複数のＥＰＭ本体の金属部と茶色い配線は導通し 

ています。中継基板ユニット、末端基板ユニットを使用せずに直接 

制御装置に接続する場合は、次ページ（１３ページ）を参照してく 

ださい。 

 

(1) 中継基板ユニット、末端基板ユニットを使用することで、ＥＰＭ本 

体の金属部と茶色い配線が導通している点を考慮することなく使用 

できます。中継基板ユニット、末端基板ユニットを使用した場合、 

ＥＰＭ本体とＤＣ２4Ｖ電源は絶縁されています。 

(2) 中継基板ユニットの各ポート（グループ）は、ポート（グループ） 

ごとに絶縁された電源を使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EPM 本体 

 

EPM 本体 

 

潤滑剤吐出前の接点 

 

潤滑剤吐出時の接点 

 

接点閉 

 

接点開 

 

茶配線と EPM 本体の金属は導通しています 

 

青配線 青配線 

茶配線 茶配線 
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ＥＰＭセンサーを直接接続する場合（ＰＮＰ，ＮＰＮ使用可） 

（中継基板ユニット、末端基板ユニットを使用しない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ・ＮＥＣ Ｃｌａｓｓ２電源を使用してください。 

・ＤＣ５～２４Ｖ電源は、ＥＰＭセンサー専用の別電源としてくだ 

さい。又は、絶縁型の DC-DC コンバーターを使用してＥＰＭセン 

サー専用の電源回路にしてください。（他の機器は接続しないで 

ください。） 

 

※２ ・リレーは、消費電流の少ないＳＳＲを使用してください。 

    リレーの動作ランプを目視することで EPM センサーの接点の状 

態（ON・OFF）を確認できます。 

 

 

(1) 推奨品：コーセル製 KHNA30F-5（5V 電源） 

    ：コーセル製 KHNA30F-24-C（24V 電源） 

(2) 推奨品：OMRON 製 G3TA-IDZR02S DC5-24 （5～24V リレー） 

：OMRON 製 P7TF-05（リレーソケット） 

(3) 推奨品：MEAN WELL 製 DDR-15G-24 （絶縁DC-DCコンバーター） 

 

※１ ・電源容量は必要に応じて最適なものを選定してください。 

 

 

 

DC3~24V 5mA
MODEL            EPM-L-01-W-2.5
CODE No.        420100
SERIAL No.      18 / 12 / 0001 / S

K 型熱電対 

取込ユニット 

＋ 

－ 

DC5～24V 専用電源 ※１ 

＋ 

－ 

リレー ※２ 

 

I/O ユニット（24V） 

PORT1 

 

COM 

PLC 



14 

ＥＰＭセンサーにトータルカウンタを接続する場合 

（中継基板ユニット、末端基板ユニットを使用しない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 推奨品：オムロン製 小型トータルカウンタ H7EC-N（電池式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

DC3~24V 5mA
MODEL            EPM-L-01-W-2.5
CODE No.        420100
SERIAL No.      18 / 12 / 0001 / S

未接続 

未接続 

運転開始 運転終了 

 

接点開 接点閉 

 

カウントＵＰ 

 

カウンター動作タイミングチャート 

ポンプ 

ＥＰＭセンサー 

トータルカウンタ 
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２－４ ＥＰＭセンサー（ＬＨＬ仕様）    
 

ＬＨＬの吐出（接点）と温度（Ｋ熱電対）を検出します。 

 

接点構成  ＮＣ（Ｂ接点） 

定格電圧  ＤＣ３～ＤＣ２４Ｖ 

定格電流  ５ｍＡ 

使用グリース  ＬＨＬ－Ｘ１００ 

使用温度範囲  ０℃～５０℃（吐出検知） 

クラッキング圧力 ０．３ＭＰａ 

規格 
 ＩＰ６７、 

ＲｏＨＳ（2011/65/EU,(EU)2015/863） 

取付方向  制限なし  

使用給脂配管・長さ 

ＮＴ－４、ＮＴ－４Ｈ、ＳＴ－４Ｚ、ＣＴ－４ 

長さ２０００ｍｍ以下 

推奨長さ１０００ｍｍ以下 

接続定量バルブ 
ＭＵ型バルブ（吐出量０．０５～０．５ｍＬ） 

推奨バルブサイズ ０．１ｍＬ以上 

接続ネジ径 ※１ 

Ｍ６×０．７５ﾃｰﾊﾟｰ、Ｍ６×１ﾃｰﾊﾟｰ、 

Ｍ８×１．２５ﾃｰﾊﾟｰ、Ｒ１／８ 

（スイベルジョイントとしての使用は不可） 

配管接続口 
ワンタッチタイプ 

ブッシングタイプ（ＣＢ－４使用） 

配線 

外装 ＰＶＣφ５．２ 長さ２５００ｍｍ 

４線（接点用・熱電対用） 

最小曲げ半径 ３０ｍｍ 

内蔵温度センサー 
Ｋ型熱電対 （ＥＰＭセンサーの温度を測定） 

      （給脂点の温度を間接的に測定） 

温度測定範囲 ０℃～９０℃ 

付属品 

ＨＥＸ８－１０スパナ １個 

六角レンチ 呼び１．５ １個 

六角レンチ 呼び０．８９ １個 

回転止めブラケット（ＳＵＳ３０４） １個 

取付ボルトＭ２×４ ２本 

Ｍ２緩み防止ねじ １本 

 

※１ 接続ネジの二面幅は、Ｒ１／８とＭ８×１．２５ﾃｰﾊﾟｰがＨＥＸ１０です。 

Ｍ６×０．７５ﾃｰﾊﾟｰ、Ｍ６×１ﾃｰﾊﾟｰ、はＨＥＸ８です。 

極小さな異物でも、内部に混入すると動作不良を起こしますので取扱時に注意して 

ください。 

EPM 
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２－５ ＥＰＭセンサー（ＦＳ２仕様）    
 

グリースの吐出（接点）と温度（Ｋ熱電対）を検出します。 

 

接点構成  ＮＣ（Ｂ接点） 

定格電圧  ＤＣ３～ＤＣ２４Ｖ 

定格電流  ５ｍＡ 

使用グリース  ＦＳ２ 

使用温度範囲  ０℃～５０℃（吐出検知） 

クラッキング圧力 ０．８ＭＰａ 

規格 
 ＩＰ６７ 

ＲｏＨＳ（2011/65/EU,(EU)2015/863） 

取付方向  制限なし  

使用給脂配管・長さ 

ＮＴ－４Ｈ、ＳＴ－４Ｚ、ＣＴ－４ 

長さ２０００ｍｍ以下 

推奨長さ１０００ｍｍ以下 

接続定量バルブ 
ＭＧ２型バルブ（吐出量０．０５～０．５ｍＬ） 

推奨バルブサイズ ０．１ｍＬ以上 

接続ネジ径 ※１ 

Ｍ６×０．７５ﾃｰﾊﾟｰ、Ｍ６×１ﾃｰﾊﾟｰ、 

Ｍ８×１．２５ﾃｰﾊﾟｰ、Ｒ１／８ 

（スイベルジョイントとしての使用は不可） 

配管接続口 
ワンタッチタイプ 

ブッシングタイプ（ＣＢ－４使用） 

配線 

外装 ＰＶＣφ５．２ 長さ２５００ｍｍ 

４線（接点用・熱電対用） 

最小曲げ半径 ３０ｍｍ 

内蔵温度センサー 
Ｋ型熱電対 （ＥＰＭセンサーの温度を測定） 

      （給脂点の温度を間接的に測定） 

温度測定範囲 ０℃～９０℃ 

付属品 

ＨＥＸ８－１０スパナ １個 

六角レンチ 呼び１．５ １個 

六角レンチ 呼び０．８９ １個 

回転止めブラケット（ＳＵＳ３０４） １個 

取付ボルトＭ２×４ ２本 

Ｍ２緩み防止ねじ １本 

 

※１ 接続ネジの二面幅は、Ｒ１／８とＭ８×１．２５ﾃｰﾊﾟｰがＨＥＸ１０です。 

Ｍ６×０．７５ﾃｰﾊﾟｰ、Ｍ６×１ﾃｰﾊﾟｰ、はＨＥＸ８です。 

極小さな異物でも、内部に混入すると動作不良を起こしますので取扱時に注意して 

ください。 

EPM 
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２－６ ＥＰＭセンサー（ＯＩＬ仕様）    
 

オイルの吐出（接点）と温度（Ｋ熱電対）を検出します。 

 

接点構成  ＮＣ（Ｂ接点） 

定格電圧  ＤＣ３～ＤＣ２４Ｖ 

定格電流  ５ｍＡ 

使用粘度範囲  ２２～２６００ｍｍ２／ｓ 

使用温度範囲  ０℃～５０℃（吐出検知） 

クラッキング圧力 ０．０６ＭＰａ 

規格 
 ＩＰ６７ 

ＲｏＨＳ（2011/65/EU,(EU)2015/863） 

取付方向  制限なし  

使用給脂配管・長さ 

ＮＴ－４、ＮＴ－４Ｈ、ＳＴ－４Ｚ、ＣＴ－４ 

長さ２０００ｍｍ以下 

推奨長さ１０００ｍｍ以下 

接続定量バルブ 
ＭＯ２型バルブ（吐出量０．０３～０．５ｍＬ） 

推奨バルブサイズ ０．１ｍＬ以上 

接続ネジ径 ※１ 

Ｍ６×０．７５ﾃｰﾊﾟｰ、Ｍ６×１ﾃｰﾊﾟｰ、 

Ｍ８×１．２５ﾃｰﾊﾟｰ、Ｒ１／８ 

（スイベルジョイントとしての使用は不可） 

配管接続口 
ワンタッチタイプ 

ブッシングタイプ（ＣＢ－４使用） 

配線 

外装 ＰＶＣφ５．２ 長さ２５００ｍｍ 

４線（接点用・熱電対用） 

最小曲げ半径 ３０ｍｍ 

内蔵温度センサー 
Ｋ型熱電対 （ＥＰＭセンサーの温度を測定） 

      （給脂点の温度を間接的に測定） 

温度測定範囲 ０℃～９０℃ 

付属品 

ＨＥＸ８－１０スパナ １個 

六角レンチ 呼び１．５ １個 

六角レンチ 呼び０．８９ １個 

回転止めブラケット（ＳＵＳ３０４） １個 

取付ボルトＭ２×４ ２本 

Ｍ２緩み防止ねじ １本 

 

※１ 接続ネジの二面幅は、Ｒ１／８とＭ８×１．２５ﾃｰﾊﾟｰがＨＥＸ１０です。 

Ｍ６×０．７５ﾃｰﾊﾟｰ、Ｍ６×１ﾃｰﾊﾟｰ、はＨＥＸ８です。 

極小さな異物でも、内部に混入すると動作不良を起こしますので取扱時に注意して 

ください。主配管にラインフィルターを設けてください。ろ過精度 40μ以下推奨。 

EPM 
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(1) ＥＰＭセンサーは逆止弁の構造になっています。また内部のクリアランス 

が非常に小さい為、異物が混入すると動作不良を起こします。 

(2) オイルシステムで使用する場合は、異物混入防止のため、主配管にライン 

フィルターを設けてください。ろ過精度 40μ以下推奨。 

(3) ＥＰＭセンサーはクラッキング圧が存在します。潤滑システムに於いてポ 

ンプ運転時間が十分に確保されているか確認してください。 

(4) ＥＰＭセンサーはクラッキング圧が存在するため、抵抗式の潤滑システム 

では使用できません。 

(5) ポンプ運転中以外でも環境温度の変化により、給脂配管内の潤滑剤が膨張 

することで、接点が反応することがあります。 

(6) ＥＰＭセンサー内蔵の温度計測は設置環境温度の影響（機械や金型の温度）

を受けます。 

(7) ＥＰＭセンサーの復帰時間は、低温時は長くなります。また、ＦＳ２グリ

ース使用時は開時間のバラつきが大きいのでアラームの設定範囲は大き

くしてください。 

(8) 中継基板ユニットと末端基板ユニットを使用する場合は、「温度測定 VCC 

短絡エラー」を必ず読込んでください。VCC 短絡時は、吐出確認の ON-OFF

信号が誤作動する場合があります。吐出確認時に VCC 短絡していないこと

を必ず確認してください。 

(9) ＥＰＭセンサーを設置後、長期間給脂をしなかった場合、接点の戻りが悪 

くなることがあります。６７ページのトラブルシューティングを参照して 

ください。 

(10) ＥＰＭシステムを検討する際は弊社にご相談ください。 
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２－７ 中継基板ユニット各部名称・寸法   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ１２オスコネクタ　ピン番号

１
２

３
４５

１　電源入力（２４Ｖ）

２　電源入力（０Ｖ）

３　ＲＳ４８５　ＡＹ　（＋）

４　ＲＳ４８５　ＢＺ　（－）

５　ポンプ運転信号入力

Ｍ８メスコネクタ　
系統１～３　ピン番号

１　電源出力（５Ｖ）

２　電源出力（０Ｖ）

３　末端基板ユニット通信

４　ポンプ運転状態出力

１

２

３

４

Ｍ８メスコネクタ
アラーム外部出力コネクタ　ピン番号

１　フォトカプラ出力（コレクタ側（＋側））

２　使用しないで下さい

２　使用しないで下さい

４　フォトカプラ出力（エミッタ側（－側））

１

２

３

４

ネジ部　ＦＧ ネジ部　ＦＧ ネジ部　ＦＧ

１７５

１６０

１
５
５

１
２
５

３

２
４
．
３

１６．３

１
３
．
４

電源ランプ（緑色）

φ５．４

中継基板ユニット用電源通信コネクタ（Ｍ１２オスコネクタ）

末端基板ユニット用電源通信コネクタ　３箇所（Ｍ８メスコネクタ）

透明カバー

１
４
０

１
２
．
５

１５

６２

５５．５

６７．５ １８ １８ １８

保護キャップ　４箇所（Ｍ８メスコネクタ）　型式４２－１１７７２（ＣＯＮＥＣ）

保護キャップ（Ｍ１２オスコネクタ）　型式４３－１６２１３（ＣＯＮＥＣ）

系統１

系統２

系統３

アラーム外部出力コネクタ（Ｍ８メスコネクタ）

エラーランプ（赤色）

操作スイッチ

表示器

ＶＯＬＴＡＧＥ　　　　　　　　ＤＣ２４Ｖ±１０％

ＲＡＴＥＤ　ＣＵＲＲＥＮＴ　　１Ａ

ＭＯＤＥＬ
ＣＯＤＥ　　　Ｎｏ．
ＳＥＲＩＡＬ　Ｎｏ．

ＥＰＭ－ＲＵ－３－１
４２０１５０
１８／１２／０００１Ｓ

ＭＡＸＩＭＵＭ

締め付けトルク０．４Ｎ・ｍ

締め付けトルク０．６Ｎ・ｍ

（グループ 1） 

 

（グループ 2） 

 

（グループ 3） 
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２－８ 中継基板ユニット仕様        
 

電源電圧 

 ＤＣ２４Ｖ     

 NEC Class2 電源又は、２Ａヒューズを使用すること 

  ヒューズは UL Listed 品を使用すること 

  ヒューズは機器の近くに設置すること 

最大消費電力  １Ａ（末端基板ユニット１８台接続時） 

入力信号  ポンプ運転信号  

上位通信  ＲＳ４８５通信（温度、接点情報）  

下位通信 

 ＬＩＮ通信（最長距離２０ｍ ＡＷＧ２０配線使用時） 

      （最長距離１５ｍ ＡＷＧ２３配線使用時） 
 

接続 

 １系統（グループ）につき最大６台の末端基板ユニッ 

トが接続可能 （ＥＰＭセンサー３６箇所） 

 最大接続数：末端基板ユニット１８台 

      ：ＥＰＭセンサー１０８個 

規格  ＩＰ６５、ＲｏＨＳ２ 

コネクタ Ｍ１２オス（Code-A）、Ｍ８メス（Code-A） 

ケース材質 ポリカーボネート樹脂 

使用環境温度  ０℃～５０℃  

ＲＳ４８５通信（２線式）仕様 

通信プロトコル  測定データは、５００ｍｓ周期で出力します 

配線通信設定 

 通信速度       ： ３８４００ｂｐｓ 

 スタートビット  ： １ビット  

 データ長        ： ８ビット ＬＳＢファースト  

 パリティ         ： なし  

 通信文字        ： バイナリ方式 

 

 

 

(1) ＲＳ４８５をＰＣに接続する為には、ＲＳ４８５－ＵＳＢ変換器もしくは

ＲＳ４８５－ＬＡＮ変換器をご使用ください。 

(2) フィールドバスへの対応は、ＨＭＳモジュールの使用を想定して設計して 

いますが、未実装です。 

(3) 使用していないポートは保護キャップ（ＩＰ６７）を使用下さい。 
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２－９ 末端基板ユニット各部名称・寸法   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ８メスコネクタ　ピン番号

１　Ｋ型熱電対プラス

２　Ｋ型熱電対マイナス

３　接点入力
　　オン：０Ｖ（４番端子）と短絡
　　オフ：開放

４　接点入力（０Ｖ　コモン）

１

２

Ｍ８オスコネクタ　ピン番号

１　電源出力（５Ｖ）

２　電源出力（０Ｖ）

３　末端基板通信

４　ポンプ運転信号入力
　　　運転中：５Ｖ
　　　停止中：開放

３

４

１

２

３

４

ネジ部　ＦＧ ネジ部　ＦＧ

１３７

１１９
２６

１

１
２

１９

１２

末端基板ユニット用電源通信コネクタ（Ｍ８オスコネクタ）

ＥＰＭセンサー接続コネクタ　６箇所（Ｍ８メスコネクタ）

２

３

１４．５ １８ １８ １８ １８ １８ １８ １４．５

（
５
４
）

保護キャップ　６箇所（Ｍ８メスコネクタ）　型式４２－１１７７２（ＣＯＮＥＣ）

保護キャップ（Ｍ８オスコネクタ）　型式４２－１１７７４（ＣＯＮＥＣ）

接着固定

２－φ４．５，φ９．５深ザグリ　深サ５

ＣＨ１ ＣＨ２ ＣＨ３ ＣＨ４ ＣＨ５ ＣＨ６

９２

１
４

２
７

４
０

（
５
５
）

８
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２－１０ 末端基板ユニット仕様       
 

ＥＰＭセンサーの配線を集約し、通信にて測定値を送信します。 

（温度測定値、接点開時間カウント値、接点ＯＮ-ＯＦＦ情報） 

 

電源電圧  ＤＣ５Ｖ （中継基板より供給） 

通信（出力） 
 ＬＩＮ通信スレーブ（温度、接点情報）、 

独自プロトコル  

規格  ＩＰ６７、ＲｏＨＳ２ 

コネクタ  Ｍ８オス（Code-A）、Ｍ８メス（Code-A） 

入力点数  ６点 

ケース材質 ポリアミド樹脂（ＰＡ６－ＧＦ３０） 

使用環境温度  ０℃～５０℃  

付属品 
 末端基板取付板（ＳＵＳ３０４） １枚 

 Ｍ４×２０ SUS キャップボルトＳＷ付き ２本 

     

      

 

(1) １つの系統（グループ）内に複数の末端基板ユニットを接続する際は、末 

端基板ユニットに局番を設定する必要があります。 

(2) 局番は、１番～６番まであり、各系統内で重複しないように設定してくだ 

さい。 

(3) 局番設定は、中継基板ユニットの系統１（グループ１）に末端基板ユニッ 

ト１台を１対１で接続して行います。 

(4) 使用していないポートは保護キャップ（ＩＰ６７）を使用下さい。 

(5) 末端基板用電源通信配線を分岐する際は、Ｍ８分岐コネクタをご使用くだ 

さい。 

       ２４ページ参照 
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２－１１ 末端基板ユニット取付板 

各部名称・寸法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    (1)末端基板ユニットに付属します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３５

１１９

５
７
．
５

７

４
７

５
２

２１

３７

５３

６９

８５

１０１

１１７

１ Ｒ３．２５

１４－φ６．５長穴

２－Ｍ４ｘ０．７　バーリング加工

４－Ｒ２

ｔ＝２

材質 SUS304 
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２－１２ Ｍ８分岐コネクタ名称・寸法    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    コードＮＯ．７３３５７４ 

 

 

接続方法 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続方法 2 

 

 

 

 

 

３３
１４．５

φ３．２

２０．５

Ｍ８オスコネクタ（Ｃｏｄｅ－Ａ）

Ｍ８メスコネクタ（Ｃｏｄｅ－Ａ）

９
．
２

６

２
．
８

３
．
２

ＨＥＸ９

M8 分岐コネクタ 

M8 分岐コネクタ 

取付穴 
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２－１３ 型式・コードナンバー一覧     
 

             型式 

              ＥＰＭ-ＲＵ-３-１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

             型式 

              ＥＰＭ-ＥＵ-６ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信形態 

1 ＲＳ４８５ 

入力口数 

1 ３口 

入力口数 

1 ６口 

ＶＯＬＴＡＧＥ　　　　　　　　ＤＣ２４Ｖ±１０％

ＲＡＴＥＤ　ＣＵＲＲＥＮＴ　　１Ａ

ＭＯＤＥＬ
ＣＯＤＥ　　　Ｎｏ．
ＳＥＲＩＡＬ　Ｎｏ．

ＥＰＭ－ＲＵ－３－１
４２０１５０
１８／１２／０００１Ｓ

ＭＡＸＩＭＵＭ

中継基板ユニット 

 

末端基板ユニット 
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             型式 

              ＥＰＭ-□-□-□-□-□ 
 

 

 

 
使用潤滑剤 

Ｌ  ＬＨＬ-Ｘ１００ 

Ｈ  ＦＳ２ 

Ｏ  オイル 

  
継手サイズ 

01  Ｒ１/８ 

02  Ｍ６×０．７５テーパ 

03  Ｍ６×１．０テーパ 

04  Ｍ８×１．２５テーパ 

  
配管接続 

Ｗ  Φ４ワンタッチ 

Ｂ  Φ４ブッシング 

  配線長 

2.5  ２．５ｍ 

  コネクタ有無 

記載なし  コネクタなし 

Ｃ  コネクタあり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DC3~24V 5mA
MODEL            EPM-L-01-W-2.5-C
CODE No.        420100
SERIAL No.     TE20K0001

ＥＰＭセンサー 
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製品 型式 コードナンバー 

  中継基板ユニット 

ＥＰＭ-ＲＵ-３-１ ４２０１５０ 

  末端基板ユニット 

ＥＰＭ-ＥＵ-６ ４２０１５１ 

 

 

※ Ｍ８コネクタ、Ｍ１２コネクタ共に分解組立が可能なねじ式コネクタを使用

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品 名称 コードナンバー 

 M8 末端基板用配線 ASSY 5ｍ ４２００６０ 

M8 末端基板用配線 ASSY 10ｍ ４２００６１ 

M8 末端基板用配線 ASSY 20ｍ ４２００６２ 

 M12 中継基板用配線 ASSY 1ｍ ４２００８０ 

M12 中継基板用配線 ASSY 3ｍ ４２００８１ 

M12 中継基板用配線 ASSY 5ｍ ４２００８２ 

 M8 アラーム用 2芯配線 ASSY 3ｍ ４２０４００ 

M8 アラーム用 2芯配線 ASSY 5ｍ ４２０４０１ 

M8 アラーム用 2芯配線 ASSY 10ｍ ４２０４０２ 

 EPM 延長配線 ASSY 2.5ｍ ４２０４１０ 

EPM 延長配線 ASSY 5ｍ ４２０４１１ 

EPM 延長配線 ASSY 10ｍ ４２０４１２ 

ＶＯＬＴＡＧＥ　　　　　　　　ＤＣ２４Ｖ±１０％

ＲＡＴＥＤ　ＣＵＲＲＥＮＴ　　１Ａ

ＭＯＤＥＬ
ＣＯＤＥ　　　Ｎｏ．
ＳＥＲＩＡＬ　Ｎｏ．

ＥＰＭ－ＲＵ－３－１
４２０１５０
１８／１２／０００１Ｓ

ＭＡＸＩＭＵＭ
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ＥＰＭセンサー 

 

 

 

 

 

型式  コードナンバー 

EPM-L-01-W-2.5-C LHL-W R1／8 ４２０１００ 

EPM-L-02-W-2.5-C LHL-W M6×0.75 テーパ ４２０１０１ 

EPM-L-03-W-2.5-C LHL-W M6×1.0 テーパ ４２０１０２ 

EPM-L-04-W-2.5-C LHL-W M8×1.25 テーパ ４２０１０３ 

EPM-L-01-B-2.5-C LHL-B R1/8 ４２０１０４ 

EPM-L-02-B-2.5-C LHL-B M6×0.75 テーパ ４２０１０５ 

EPM-L-03-B-2.5-C LHL-B M6×1.0 テーパ ４２０１０６ 

EPM-L-04-B-2.5-C LHL-B M8×1.25 テーパ ４２０１０７ 

   

EPM-L-01-W-2.5 LHL-W R1／8 C なし ４２０１１０ 

EPM-L-02-W-2.5 LHL-W M6×0.75 テーパ C なし ４２０１１１ 

EPM-L-03-W-2.5 LHL-W M6×1.0 テーパ C なし ４２０１１２ 

EPM-L-04-W-2.5 LHL-W M8×1.25 テーパ C なし ４２０１１３ 

EPM-L-01-B-2.5 LHL-B R1/8 C なし ４２０１１４ 

EPM-L-02-B-2.5 LHL-B M6×0.75 テーパ C なし ４２０１１５ 

EPM-L-03-B-2.5 LHL-B M6×1.0 テーパ C なし ４２０１１６ 

EPM-L-04-B-2.5 LHL-B M8×1.25 テーパ C なし ４２０１１７ 

   

EPM-H-01-W-2.5-C FS2-W R1/8 ４２０２００ 

EPM-H-02-W-2.5-C FS2-W M6×0.75 テーパ ４２０２０１ 

EPM-H-03-W-2.5-C FS2-W M6×1.0 テーパ ４２０２０２ 

EPM-H-04-W-2.5-C FS2-W M8×1.25 テーパ ４２０２０３ 

EPM-H-01-B-2.5-C FS2-B R1/8 ４２０２０４ 

EPM-H-02-B-2.5-C FS2-B M6×0.75 テーパ ４２０２０５ 

EPM-H-03-B-2.5-C FS2-B M6×1.0 テーパ ４２０２０６ 

EPM-H-04-B-2.5-C FS2-B M8×1.25 テーパ ４２０２０７ 

 

※ Ｍ８コネクタは、分解組立が可能なねじ式コネクタを使用しています。 

 

 

 

 

 

DC3~24V 5mA
MODEL            EPM-L-01-W-2.5-C
CODE No.        420100
SERIAL No.     TE20K0001
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ＥＰＭセンサー 

 

 

 

 

 

型式  コードナンバー 

EPM-H-01-W-2.5 FS2-W R1/8 C なし ４２０２１０ 

EPM-H-02-W-2.5 FS2-W M6×0.75 テーパ C なし ４２０２１１ 

EPM-H-03-W-2.5 FS2-W M6×1.0 テーパ C なし ４２０２１２ 

EPM-H-04-W-2.5 FS2-W M8×1.25 テーパ C なし ４２０２１３ 

EPM-H-01-B-2.5 FS2-B R1/8 C なし ４２０２１４ 

EPM-H-02-B-2.5 FS2-B M6×0.75 テーパ C なし ４２０２１５ 

EPM-H-03-B-2.5 FS2-B M6×1.0 テーパ C なし ４２０２１６ 

EPM-H-04-B-2.5 FS2-B M8×1.25 テーパ C なし ４２０２１７ 

   

EPM-O-01-W-2.5-C OIL-W R1/8 ４２０３００ 

EPM-O-02-W-2.5-C OIL-W M6×0.75 テーパ ４２０３０１ 

EPM-O-03-W-2.5-C OIL-W M6×1.0 テーパ ４２０３０２ 

EPM-O-04-W-2.5-C OIL-W M8×1.25 テーパ ４２０３０３ 

EPM-O-01-B-2.5-C OIL-B R1/8 ４２０３０４ 

EPM-O-02-B-2.5-C OIL-B M6×0.75 テーパ ４２０３０５ 

EPM-O-03-B-2.5-C OIL-B M6×1.0 テーパ ４２０３０６ 

EPM-O-04-B-2.5-C OIL-B M8×1.25 テーパ ４２０３０７ 

   

EPM-O-01-W-2.5 OIL-W R1/8 C なし ４２０３１０ 

EPM-O-02-W-2.5 OIL-W M6×0.75 テーパ C なし ４２０３１１ 

EPM-O-03-W-2.5 OIL-W M6×1.0 テーパ C なし ４２０３１２ 

EPM-O-04-W-2.5 OIL-W M8×1.25 テーパ C なし ４２０３１３ 

EPM-O-01-B-2.5 OIL-B R1/8 C なし ４２０３１４ 

EPM-O-02-B-2.5 OIL-B M6×0.75 テーパ C なし ４２０３１５ 

EPM-O-03-B-2.5 OIL-B M6×1.0 テーパ C なし ４２０３１６ 

EPM-O-04-B-2.5 OIL-B M8×1.25 テーパ C なし ４２０３１７ 

 

※ Ｍ８コネクタは、分解組立が可能なねじ式コネクタを使用しています。 

 

 

 

 

 

DC3~24V 5mA
MODEL            EPM-L-01-W-2.5-C
CODE No.        420100
SERIAL No.     TE20K0001
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補修部品 

 

※ Ｍ８コネクタ、Ｍ１２コネクタ共に分解組立が可能なねじ式コネクタです。 

 

 

 

 

 

製品 名称 コードナンバー 

   

 M8 オスコネクタ ７３３５７０ 

   

   

 M8 メスコネクタ ７３３５７２ 

   

   

 M12 メスコネクタ ７３３５７５ 

   

   

 M8 分岐コネクタ ７３３５７４ 

   

   

 中継基板ユニット 5芯配線 20ｍ ７３３６２４ 

   

   

 末端基板ユニット 4芯配線 20ｍ ７３３６１３ 

   

   

 アラーム用 2 芯配線 20ｍ ７３３６３９ 

   

   

 EPM センサー用 青色配線 20ｍ ７３３６３８ 

   

   

 回転止めブラケット ６５０４０７ 

   

   

 末端基板取付ブラケット ６５０４０８ 

   



31 

      ３．取扱い        
 

３－１ 使用環境条件            

 
       ＥＰＭセンサーは、下記の環境で使用してください。 

 ・周囲温度 ：０℃～＋５０℃ 

 ・湿度   ：３５～８５％ ＲＨ 

            ・屋内使用のこと 

・高度２０００ｍまで 

・汚染度２ 

 

 中継基板ユニットは、下記の環境で使用してくださ 

い。 

            ・周囲温度 ：０℃～＋５０℃ 

 ・湿度   ：３５～８５％ ＲＨ 

・屋内使用のこと 

・高度２０００ｍまで 

・汚染度２ 

 

末端基板ユニットは、下記の環境で使用してくださ 

い。 

            ・周囲温度 ：０℃～＋５０℃ 

 ・湿度   ：３５～８５％ ＲＨ 

・屋内使用のこと 

・高度２０００ｍまで 

・汚染度２ 

 

 

３－２ 清掃方法              

 

汚れた場合、ぬれた雑巾、ベンジン、シンナー、アルコールなどで拭かないで

ください。本製品の変色や、変形の原因になることがあります。 

汚れがひどいときは、コネクタを外してから、薄い中性洗剤をつけた布をよく

しぼって汚れを拭き取り、やわらかい布でからぶきしてください。 
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３－３ 分解・清掃・組立（ＥＰＭセンサー）             

 

ＥＰＭセンサー自体に異常が生じた際は、下記の手順で分解・清掃・組立を実

施することで異常が回復することがあります。 

               

① パレット 

② パーツクリーナー 

③ ハンドポンプ（１０ＭＰａ昇圧） 

④ スパナ（１０ｍｍ、１１ｍｍ） 

⑤ ＥＰＭセンサー 

⑥ ＥＰＭセンサー取付ネジとハンドポンプを接

続する継手 

               

 

分解 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  
②  

③  

⑤  

⑥ 

吐出ニップルを外す 

吐出ニップルを 1 回転 

仮止めし、内部部品の 

紛失を防止する 

 

ＥＰＭセンサーの取付ネジとハン

ドポンプを接続する。この状態で

１０ＭＰａまで昇圧し、内部部品

の圧入を外す。 

吐出ニップルを外してハンドポ

ンプをから更にグリースを吐出

させて、内部部品を取り出す。 

 

吐出ニップルを外してハンドポ

ンプをから更にグリースを吐出

させて、内部部品を取り出す。 

 

①  

④ 

①  

② 

③ 

④ 

⑤ 
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洗浄 

 

 

 

 

 

 

組立 

 

 

 

 

 

 

             ばねを中心に設置する。 

 

 

 

 

             凹みを上面にして、ピストンを挿入する。 

 

 

 

 

             画像の向きで挿入する。 

 

 

 

 

 

 

             吐出ニップルを締める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外した部品をパーツクリーナーで洗浄

する。洗浄時に部品の変形や傷に注意

する。 

 

凹み 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 
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      ４．配線         
 

 

         配線は、下図を参照し、（＋、－）を必ず確認して行って 

         ください。（＋、－）を間違えますとシステムが動作しま 

せん。 

 

         なお、ＤＣ２４Ｖ電源からの外部引出線が、手や機械 

の外側、周囲の物などに接触する場合は、絶縁線を 

使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 配線作業は、電気工事の有資格者のみが行なうこと。 警告
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４－１ ＥＰＭセンサー ～ 

末端基板ユニット間配線 
 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 
 

 

        

 
 
 

 

 

  配線仕様 

   ・導体断面積 ０．１５ｍｍ２ 

   ・外被 Φ５．２ｍｍ 

   ・外被材質 １０５℃難燃ソフトＰＶＣ 

   ・最小曲げ半径 ３０ｍｍ 

 
   (1) 配線をコネクタに結線する際に他のコネクタ電極とショートしてい 

ないか確認してください。 

(2) 配線を延長する際は、EPM センサー延長配線を使用してください。 

(3) 独自に延長ケーブルを制作する場合の注意点として、接点信号のみ

の取得であれば、３,４番ピンに配線を接続すれば信号の取得は可能ですが、末

端基板ユニットを使用する場合は、１,２番ピンが短絡している必要があります。

１,２番ピンが短絡してない場合は、EPM センサーの接続がないと判断し、エラ

ーが出力されます。 

DC3~24V 5mA
MODEL            EPM-L-01-W-2.5-C
CODE No.        420100
SERIAL No.      18 / 12 / 0001 / S

赤：Ｋ型熱電対プラス 

白：Ｋ型熱電対マイナス 

青：接点入力（ＮＣ） 

茶：接点入力（ＣＯＭ） 

 
赤：Ｋ型熱電対プラス 

白：Ｋ型熱電対マイナス 

茶：接点入力（ＣＯＭ） 

青：接点入力 

  オン：０Ｖ（４番端子）と短絡 

  オフ：開放 

16 ㎜ 4 ㎜ 

Ｍ８オスコネクタ 

Ｍ８オスコネクタ 

１２ページ参照 
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４－２ 末端基板ユニット ～ 

中継基板ユニット間配線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

  配線仕様 

   ・導体断面積 ０．５１９ｍｍ２ 

   ・外被 Φ５．２ｍｍ 

   ・外被材質 耐熱ＰＶＣ 

   ・最小曲げ半径 ３０ｍｍ 

   ・定格電圧 ３０Ｖ 

   ・定格温度 ８０℃ 

   ・可動部使用可 

 

   (1) 配線をコネクタに結線する際に他のコネクタ電極とショートしてい 

ないか確認してください。 

白：電源出力（５Ｖ） 

黒：電源出力（０Ｖ） 

茶：末端基板ユニット通信 

緑：ポンプ運転信号 

  運転中：５Ｖ 

  停止中：開放 

16 ㎜ 4 ㎜ 

Ｍ８オスコネクタ 

Ｍ８メスコネクタ 

白：電源出力（５Ｖ） 

黒：電源出力（０Ｖ） 

茶：末端基板ユニット通信 

緑：ポンプ運転信号 

  運転中：５Ｖ 

  停止中：開放 

Ｍ８オスコネクタ 

白：電源出力（５Ｖ） 

黒：電源出力（０Ｖ） 

Ｍ８メスコネクタ 
茶：末端基板ユニット通信 

緑：ポンプ運転信号 

  運転中：５Ｖ 

  停止中：開放 
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４－３ 中継基板ユニット 電源通信配線   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 
 

  配線仕様 

   ・導体断面積 ０．５１９ｍｍ２ 

   ・外被 Φ５．８ｍｍ 

   ・外被材質 耐熱ＰＶＣ 

   ・最小曲げ半径 ３５ｍｍ 

   ・定格電圧 ３０Ｖ 

   ・定格温度 ８０℃ 

   ・可動部使用可 

 

   (1) 配線をコネクタに結線する際に他のコネクタ電極とショートしてい 

ないか確認してください。 

23 ㎜ 7 ㎜ 白：電源入力（２４Ｖ） 

黒：電源入力（０Ｖ） 

黄：ＲＳ４８５ ＡＹ（＋） 

茶：ＲＳ４８５ ＢＺ（－） 

緑：ポンプ運転信号 

  運転中：緑線と黒線を短絡 

  停止中：緑線と黒線を開放 

①  

② 

③  

④  ⑤  

白：電源入力（２４Ｖ） 

黒：電源入力（０Ｖ） 

黄：ＲＳ４８５ ＡＹ（＋） 

茶：ＲＳ４８５ ＢＺ（－） 

緑：ポンプ運転信号 

Ｍ１２メスコネクタ 

Ｍ１２メスコネクタ 
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４－４中継基板ユニット アラーム配線    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

        

 

 
 
 

  配線仕様 

   ・導体断面積 ０．５ｍｍ２ 

   ・外被 Φ４．２ｍｍ 

   ・外被材質 耐熱ＰＶＣ 

   ・最小曲げ半径 ３０ｍｍ 

   ・定格電圧 １５０Ｖ 

   ・定格温度 ８０℃ 

   ・可動部使用不可 

 

   (1) 配線をコネクタに結線する際に他の電極とショートしていないか確 

認してください。 

 

白：フォト MOS 出力(＋側) 

黒：フォト MOS 出力(－側) 

最大印加電圧 ＤＣ２６．４Ｖ 

最大通電電流 １００ｍＡ（２５℃時） 

 中継基板ユニット取説 

６３ページ参照 

白：フォト MOS 出力(＋側) 

未接続 

未接続 

黒：フォト MOS 出力(－側) 

16 ㎜ 4 ㎜ 

Ｍ８オスコネクタ 

Ｍ８オスコネクタ 
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４－５ Ｍ８コネクタ結線方法        
 

① サイドクランピングナット、ケーブルシーリング及びハウジング

を配線に通して下さい。 

 

② 配線を剥いて下さい。 

            

 

 

 

 

③ 剥いた配線を奥に当たるまで差し込みます。 

   

 

  
④  

 

 

 
⑤ ハウジングナットでハウジングを取り付けて下さい。 

サイドケーブルシーリングとハウジングを取り付けて下さい。 

 

                   ケーブルをコネクタ 

内部に差し込む 

 

 

⑥ クランピングナットを締めつけて下さい。 

 

 

 

※配線剥き出し参考図 

 

 

 

 

 

 

サイドクランピングナット 
ケーブルシーリング 

ハウジング 

六角レンチにてネジを締めて下さい。   

※適正締め付けトルク：０．１Ｎ・ｍ 

 六角レンチサイズ ０．８９ｍｍ 

 （ＥＰＭセンサーに付属） 
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４－６ Ｍ１２コネクタ結線方法       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルをコネクタ 

内部に差し込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トルク 0.6Nm トルク 0.3～0.4Nm トルク 0.8Nm 以上 

4～6ｍｍ 5～8ｍｍ 30ｍｍ 

7ｍｍ 
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  ５．中継基板ユニット設定     

 
５－１ 中継基板ユニット通信設定概要    
 

   中継基板ユニットは、末端基板ユニットとの通信によって情報を収集し、 

上位装置へ情報を送信します。 

中継基板ユニットが末端基板ユニットと通信をする為には、末端基板ユ 

ニットに局番（ＩＤ）を設定する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＨ１ 

ＣＨ２ 

ＣＨ３ 

ＣＨ４ 
ＣＨ５ 

ＣＨ６ 

ＥＰＭセンサー接続 

末端基板ユニット 

中継基板ユニットへ 

接続 

系統３ （グループ３） 

系統２ （グループ２） 

系統１ （グループ１） 
ＥＰＭセンサー 

並列に連結 

ＩＤ １ 

（局番 １） 

 

ＩＤ ２ 

（局番 ２） 

 

ＩＤ ３ 

（局番 ３） 

 

ＩＤ ４ 

（局番 ４） 

 

ＩＤ ５ 

（局番 ５） 

 

ＩＤ ６ 

（局番 ６） 

 

末端基板ユニットのＩＤを連結して使用の場合ＩＤ（局番）Ｎｏは 

設置前に設定が必要です。 

EPM センサー識別番号 １３５～３６６ 

  

グループ No 

  ID 

  

CH 
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５－２ 末端基板ユニット 

局番（ＩＤ）設定方法 
 

 
 

基本操作  

① メニュー画面の表示手順 
 

①            

          
 

 ② 

        
 

 

 

 

 

中継基板ユニット 
操作スイッチ 

 
表示器 

操作スイッチを押し左記“ウンテ

ンチュウ”を表示します 

操作ボリュームを１秒以上押し左

記“メニュー”を表示させます。 

※６０秒間操作が無い場合は表示

器は消灯します。 

CN11 

アラーム外部出力ポート 
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② 言語設定手順 
          

①  

          
 

②  

  
 

③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左記“メニュー”を表示し“１．

ゲンゴ”を選択します。 

操作スイッチを右回転させ“ニホ

ンゴ”を選択します。 

※日本語での設定方法です。 

操作スイッチを右回転させ“モド

ル”を選択し、メニュー画面を表

示して下さい。 



44 

③ ＩＤ（局番）設定手順 
 

下図のように中継基板ユニットの系統１に末端基板ユニットを 1台だけ接続し 

てください。 

 
        ① 

 
 

        ② 

          
 

        ③ 

 
 

        ④ 

 
 

        ⑤ 

          

 

中継基板ユニット 

末端基板ユニット 

設定時は CN12、CN13 には末端基板を接続し

ないでください。 

設定時は１台のみ接続してください 

CN11 

メニュー画面より“２．ＩＤ”を

選択してください。 

左記画面を表示しセッテイＩＤを

１にて設定してください。 

※設定ＩＤは１～６まで設定可能

です。 

設定後は左記画面が表示されるの

で“１．カクニン”にて設定の確

認をして下さい。 

左記画面にてＩＤが１になってい

る事を確認してください。“モド

ル”にてメニュー画面で設定完了

です。 

左記画面が表示されるので“２．

セッテイ”を選択してください。 

※初期のＩＤは１に設定されております。  

 末端基板ユニットを連結して使用する場合のみ設定下さい。 
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５－３ 中継基板ユニットアラーム概要  

 中継基板ユニットは、接続エラー、断線エラー、温度エラー、吐出エラー、 

通信エラーを検出し、出力します。アラームの設定は、アラーム設定ソフト 

を使用します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中継基板ユニット 

 

 

 

 

 

表示画面  

アラーム項目の表示  

メニュー画面の表示  

 

操作スイッチ  

長押し（2 秒）でメニュー画面へ移行 

 

点滅 アラーム発生  

消灯 アラームが発生していない 

点灯 運転中、且つ全 EPM 閉   

点滅 運転中、且つ復帰していない 

EPM がある場合 

消灯 停止中（通電未） 



46 

   ６．必要部材及び工具      

 

６－１ 部材                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （お客様準備）     （お客様準備） 

 

①中継基板ユニット ②末端基板ユニット 

（付属品含む） 

 

③ＥＰＭセンサー 

（付属品含む） 

④中継基板ユニット 

 Ｍ１２配線ＡＳＳＹ 

⑤末端基板ユニット 

 Ｍ８配線ＡＳＳＹ 

⑥中継基板ユニット 

 Ｍ８アラーム配線 

⑦２芯配線 ⑧ＥＰＭセンサー 

 延長配線 

⑨Ｍ８分岐コネクタ 

⑩ＰＣ ⑪ＵＳＢ変換器 ⑫ＤＣ２４Ｖ電源 

ユニット 

（お客様準備） 
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６－１－１ 部材説明 

 

①中継基板ユニット １台 

  ・取付はＭ５ネジ４本で行う 

  ・ＥＰＭセンサーを機械に直接接続する場合は不要 

  ・ＩＰ６５ 

        １２ページ参照 

 

②末端基板ユニット １台～ 

  ・取付はＭ４ネジ２本で行う 

  ・末端基板取付板１枚とＭ４×２０のボルト２本が付属 

  ・１台の末端基板ユニットに６個のＥＰＭセンサーが接続可 

  ・ＥＰＭセンサーを機械に直接接続する場合は不要 

  ・ＩＰ６７ 

        １２ページ参照 

 

③ＥＰＭセンサー １個～ 

  ・取付は付属の薄口スパナを使用 

  ・可動部にＥＰＭセンサーを取付けた際に、回転してしまう場合は、 

付属の回転止めブラケットを使用 

  ・接続ネジ部はシールテープを巻くこと 

        １１ページ参照 

 

④中継基板ユニット Ｍ１２配線ＡＳＳＹ 

  ・Ｍ１２コネクタはマイナスドライバで結線可能 

  ・最小曲げ半径３５ｍｍ 可動部使用可 

  ・定格電圧 ３０Ｖ 定格温度 ８０℃ 

        ３７ページ参照 

 

⑤末端基板ユニット Ｍ８配線ＡＳＳＹ 

  ・Ｍ８コネクタは０．８９の六角レンチで結線可能 

  ・最小曲げ半径３０ｍｍ 可動部使用可 

  ・定格電圧 ３０Ｖ 定格温度 ８０℃ 

        ３６ページ参照 

 

⑥中継基板ユニット Ｍ８アラーム配線 

  ・Ｍ８コネクタは０．８９の六角レンチで結線可能 

  ・最小曲げ半径３０ｍｍ 可動部使用不可 

  ・⑦の２芯配線を使用 

        ３８ページ参照 
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⑦２芯配線 

  ・ＲＳ４８５の通信配線の延長に使用 

  ・ポンプ運転信号の取込みに使用 

  ・アラーム出力の配線としても使用可 

  ・可動部使用不可 

  ・定格電圧 １５０Ｖ 定格温度 ８０℃ 

 

⑧ＥＰＭセンサー 延長配線 

  ・ＥＰＭセンサーの配線を２．５ｍ以上に延長する際に使用 

        ２７ページ参照 

 

⑨Ｍ８分岐コネクタ 

  ・一つの系統に末端基板ユニットを複数接続する際に必要 

        ３０ページ 

 

⑩ＰＣ 

  ・ＥＰＭセンサーの波形を表示、ロギングする際に使用 

  ・中継基板ユニットのアラーム閾値を設定する際に使用 

        ＥＰＭセンサー用ＰＣモニタリングツール取説  

        ＥＰＭセンサー用ＰＣアラーム設定ツール取説  

 

⑪ＵＳＢ変換器 

  ・ＲＳ４８５をＰＣ（ＵＳＢ）に接続する際に使用 

  ・ＵＳＢ変換器のドライバをインストールする必要あり 

  ・ディップスイッチがある変換器は２線式ＲＳ４８５に設定すること 

        ・ヒューマンデータ製 USB-003 Rev.5 

 

 

        ＥＰＭセンサー用ＰＣアラーム設定ツール取説 ２章－２ 
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⑫ＤＣ２４Ｖ電源ユニット 

  ・NEC Class2 電源又は、２Ａヒューズを使用すること 

  ・ヒューズは UL Listed 品を使用すること 

  ・ヒューズは機器の近くに設置すること 

  ・ＤＣ２４Ｖ ３０Ｗ以上の電源を使用すること 

・ＤＣ２４Ｖパワーサプライ コーセル製 

       型式ＫＨＮＡ３０Ｆ－２４－Ｃ  １個 

      ・ＤＩＮレール ３５ｍｍ×１００ｍｍ 

・ＷＡＧＯ リレー 型式 ８５９－３０４    １個 

・ＷＡＧＯ リレーカバー 型式 ８５９－５２５ １個 

・ＷＡＧＯ 端子台 型式 ２０００－１３０１  ５個 

・ＷＡＧＯ 端子台カバー  

型式 ２０００－１３０１    ５個 

・ＷＡＧＯ ストッパ 型式 ２４９－１１６    ２個 

 

        ５３ページ参照 
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６－２ 工具                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①精密ドライバーセット 

  ②プラスドライバー 

  ③マイナスドライバー 幅約３ｍｍ 

・Ｍ１２コネクタの結線、ＷＡＧＯ端子台配線接続で使用 

  ④ワイヤーストリッパー 

  ⑤圧着工具 

  ⑥ニッパー 

  ⑦ＨＥＸ１３スパナ 

・Ｍ８コネクタの締付け時に使用（締付けトルク０．４Ｎｍ） 

  ⑧ＨＥＸ８－１０薄口スパナ 

・ＥＰＭセンサー取付時に使用（スパナはＥＰＭセンサーに付属） 

・薄口スパナ（厚さ３．２ｍｍ以下） 

  ⑨ＨＥＸ９薄口スパナ 

・Ｍ８分岐コネクタの締付け時に使用 

  ⑩六角レンチ０．８９ｍｍ 

・Ｍ８コネクタの結線時に使用（ＥＰＭセンサーコネクタ付きに付属） 

  ※コネクタなしの場合は、別途用意 

  ⑪六角レンチ（１．５ｍｍ～１０ｍｍ、ショートタイプも用意） 

・末端基板ブラケット取付時に使用（呼び５ｍｍ） 

・末端基板取付時に使用（呼び３ｍｍ） 

・回転止めブラケット取付時に使用 

（呼び１．５ｍｍ、ＥＰＭセンサーに付属） 

  ⑫ナイロンチューブカッター 

  ⑬テスター 

  ⑭ハンドポンプ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
⑦ 

⑧ ⑨ 
⑪

１ 

⑫ 

⑩ 

⑬ ⑭ 
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６－３ 備品                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①インシュロック 大 

        ・ヘラマンタイトン製 型式 Ｔ５０Ｒ 

 

 

  ②インシュロック 小 

        ・ヘラマンタイトン製 型式 ＡＢ８０－Ｗ 

 

 

  ③絶縁スリーブ 

 

  ④圧着端子 

        ・ニフチ製 型式 １．２５Ｙ－３．５ 

 

 

  その他 

  ・パーツクリーナー 

  ・シールテープ 

  ・ウエス 

  ・リード線 

  ・ボルト、ナット 

  ・パレット 

  ・ビニールテープ （必要に応じてＭ８コネクタの保護を行う） 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 
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    ７．施工方法・手順      
 

手順１ 中継基板ユニット設置 

 

中継基板ユニットの設置場所を決めて、設置します。 

取付は、Ｍ５ねじを使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ※ 取付寸法は、１９ページ参照 
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手順２ ＤＣ２４Ｖ電源ユニット設置・配線 

 

    ＤＣ２４Ｖ電源ユニットを設置し、配線します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

      ３７ページ参照 

 

 

ＤＣ２４Ｖ電源ユニット 

中継基板ユニット 

Ｍ１２コネクタ 

中継基板ユニット 

Ｍ１２配線ＡＳＳＹ 

 

ＡＣ１００Ｖ 

＋ － 

ポンプ 

リレー 

ポンプ運転中にリレーがＯＮ

するように配線をする 

（定格電圧に注意） 

ＲＳ４８５ 

変換器 ＋ 

－ ＵＳＢ 

中継基板ユニット 

Ｍ１２配線ＡＳＳＹ 

 

ＤＣ２４Ｖ 

ＷＡＧＯ 

端子台 

２芯配線 

（定格電圧に注意） 
２芯配線 ＰＣ 

ＤＩＮレール 

手順８参照 

手順９参照 
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手順３ 末端基板ユニット局番設定 

 

    中継基板ユニットの電源を入れ、末端基板ユニットの局番を設定しま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ① 

 
 

②  

          
 

        ③ 

 
 

        ④ 

 
 

        ⑤ 

          

中継基板ユニット 

末端基板ユニット 

設定時は CN12、CN13 には末端基板を接続し

ないでください。 

設定時は１台のみ接続してください 

CN11 

※初期のＩＤは１に設定されております。  

 末端基板ユニットを連結して使用する場合のみ設定下さい。 

メニュー画面より“２．ＩＤ”を

選択してください。 

左記画面を表示しセッテイＩＤを

１にて設定してください。 

※設定ＩＤは１～６まで設定可能

です。 

設定後は左記画面が表示されるの

で“１．カクニン”にて設定の確

認をして下さい。 

左記画面にてＩＤが１になってい

る事を確認してください。“モド

ル”にてメニュー画面で設定完了

です。 

左記画面が表示されるので“２．

セッテイ”を選択してください。 
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手順４ 末端基板ユニット設置 

 

末端基板ユニットの設置場所を決めて、設置します。取付は、Ｍ４ね 

じを使用します。末端基板ユニットをバルブジャンクションと共締め 

する際は、末端基板取付板を使用してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付ブラケット  

１口～７口ジャンクションまで対応 

定量バルブジャンクションの固定 

ボルトを外して下さい。 

取付ブラケットをバルブジャンクション 

を共締めで固定して下さい。 

バーリング加工ですので突起している面

を下側にして下さい。 

反対向きでも使用可能ですので、取付 

条件に合わせご使用下さい。  

 

M4 のボルトで末端基板ユニットを 

固定して下さい。 

末端基板ユニット 
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手順５ ＥＰＭセンサー取付 

 

                ＥＰＭセンサーを給脂箇所に取付けます。 

 

                 配管施工時の注意点（シールテープ） 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 各潤滑剤に対応するＥＰＭセンサーを選定してください。 

(2) 給脂箇所に詰まりが無い事を確認してください。 

(3) 接続ねじにシールテープを巻いて下さい。 

(4) ＥＰＭセンサーの取付には、ＨＥＸ８、ＨＥＸ１０の薄口スパナもしくは、 

付属のスパナをご使用下さい。（スパナ厚さ ３．２ｍｍ以下） 

(5) ＥＰＭセンサー内部のクリアランスは、非常に小さい為、異物が混入する 

と動作不良の原因となります。取付時等、異物が混入しないようにしてく 

ださい。配管を新規で施工する際もバリ等が混入しないように清掃してく 

ださい。 

(6) Ｍ８コネクタ必要に応じてビニールテープで保護してください。 

(7) ＥＰＭセンサーが回転しないように給脂配管を設備に固定してください。 

もしくは、回転止めブラケットを使用してください。 

(8) グリース充填はハンドガンを使用し、ＥＰＭセンサー内部圧力が５ＭＰａ 

を超えないようにしてください。電動グリースガン、エア式グリースガン 

でのグリース充填はしないでください。内部部品が破損する恐れがありま 

す。 

(9) グリース充填に使用するハンドガンは、良く清掃し、ＥＰＭ内部に異物が 

入らないようにしてください。また、少量のグリースを吐出した後に配管 

を接続することで、グリース表面に付いた異物の混入を防止できます。 

(10) 別潤滑剤が封入されている場合は、指定潤滑剤に入れ替えてください。 

(11) ＥＰＭセンサーの吐出口から潤滑剤の充填を行わないでください。 

（潤滑剤を逆流させないでください。） 

(12) 給脂配管の長さは２０００ｍｍ以下にしてください。 

(13) ＥＰＭセンサーの最小曲げ半径は３０ｍｍです。曲げを大きくとることで 

可動部での配線寿命を延ばすことが出来ます。 

(14) ＥＰＭセンサー及び給脂配管のエア抜きを確実に行ってください。エアが 

混入しているとＥＰＭセンサーの反応のが正常時と異なることがあります。 

(15) ＥＰＭセンサーの動作が安定するまで複数回バルブから潤滑剤を吐出さ 

せてください。 

 

良い例 悪い例 
ねじ１山は 

シールテープを巻かない 

ねじ込んだ際にシール 

テープ切れ、異物発生 
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回転止めブラケット取付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 回転止めブラケットの締め付けは、目安として固定ネジがつきあたってか 

ら約 90°締めつけてください。締付後に、ＥＰＭセンサーがしっかりと固 

定されている事を確認してください。 

 

悪い例 

良い例 

取付ネジの HEX 平面部と固定ネジが垂直になっている 

取付ネジの HEX 平面部で固定されていない 

取付ネジ 固定ネジ 

回転部の HEX の位置が固定取付ネジからみて正面になるように固定下さい。 

回転止めブラケット 

 

固定ネジ 

回転止めブラケット 

固定用ネジ 

回転止めブラケットをＥＰＭセンサーに固定下さい。 

（１．５ｍｍの六角レンチをご使用下さい。） 

固定ネジを締め付け、

回転を抑制下さい。  

（1.5mm の六角レン

チをご使用下さい。）  

※強く締付すぎますと

グリース漏れ、破損の

原因となりますのでご

注意下さい。  
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手順６ 中継・末端基板ユニット間配線 

 

    中継基板ユニットと末端基板ユニットのＭ８コネクタを接続する。 

    Ｍ８コネクタ必要に応じてビニールテープで保護してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

        

 

 
 
 

 

 

 

 

      ３６ページ参照 

 

 

 

 

 

 

 

⑤末端基板ユニット 

 Ｍ８配線ＡＳＳＹ 

白：電源出力（５Ｖ） 

黒：電源出力（０Ｖ） 

茶：末端基板ユニット通信 

緑：ポンプ運転信号 

  運転中：５Ｖ 

  停止中：開放 

白：電源出力（５Ｖ） 

黒：電源出力（０Ｖ） 

茶：末端基板ユニット通信 

緑：ポンプ運転信号 

  運転中：５Ｖ 

  停止中：開放 

16 ㎜ 4 ㎜ 

Ｍ８オスコネクタ 

Ｍ８メスコネクタ 

締付けトルク 

０．４Ｎｍ 

Ｍ８メスコネクタ 

末端基板ユニット接続 
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手順７ アラーム配線接続 

 

    アラーム外部出力する場合、中継基板ユニットのアラーム出力ポート

に配線を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

      ３８ページ参照 

⑥中継基板ユニット 

 Ｍ８アラーム配線 

中継基板ユニット 

アラーム出力ポート 

（Ｍ８メスコネクタ） 

白：フォト MOS 出力(＋側) 

黒：フォト MOS 出力(－側) 

白：フォト MOS 出力(＋側) 

未接続 

未接続 

黒：フォト MOS 出力(－側) 

16 ㎜ 4 ㎜ 

Ｍ８オスコネクタ 
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アラーム出力ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部機器の極性にあわせて接続してください。 

 

アラーム出力と外部機器の接続例 

 
項目 説明 

アラーム出力 フォト MOS 出力 

最大印過電圧 DC26.4V(DC24V+10%)、 

最大通電電流 100mA（周囲温度 25℃の時）温度ディレーティング有(下図参照) 

(サージ保護素子 DC30V タイプ内蔵 過電流保護機能内蔵) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アラーム出力部_最大通電電流温度ディレーティング 
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手順８ ポンプ運転信号配線 

 

    ポンプ運転信号を中継基板ユニットに取込みます。 

（手順２回路図参照） 

 

              定格電圧 １５０Ｖ 定格温度 ８０℃ 

              定格電圧を超える場合は、別途配線を用意して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

手順９ 通信配線接続 

 

    ＲＳ４８５通信配線を延長して、ＲＳ４８５変換器と接続します。 

    （手順２回路図参照） 

 

              定格電圧 １５０Ｖ 定格温度 ８０℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦２芯配線 

⑦２芯配線 

＋ 

－ 

黄 

茶 
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手順１０ ＲＳ４８５変換器ドライバーインストール 

 

    ＰＣにＲＳ４８５変換器のドライバーをインストールします。 

 

手順１１ ＲＳ４８５変換器スイッチ設定 

 

    ＵＳＢ－００３のスイッチを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SW1    1 ON 

        2 ON 

        3 ON 

        4 OFF  

 

SW2    1 ON 

        2 0FF 

RS485 通信→USB 変換器  
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手順１２ 中継基板ユニットアラーム設定 

 

    ＰＣアラーム設定ツールを起動して、中継基板ユニットのアラーム設 

定を行います。 

※中継基板ユニット単体で設定可。中継基板ユニット取扱説明書参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定内容書き込み・読み出し方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Epm Config TooL.exe をダブルクリック 

予めパソコンに保存された設定を使用する場合に使用

します。  

ファイル名をダブルクリックする事で設定されたデー

タに移行します。 

設定したデータをパソコンに上書き保存します。 

設定（変更）したデータを中継基板ユニットに書き込み

ます。（念のため、書き込み後、読み出しを実施しデー

タがきちんと書き込まれているか確認をして下さい。） 

設定変更の場合は初めにこちらをクリック頂き、現在の

中継基板ユニットの設定を読み出して下さい。  

 
中継基板ユニットの初期化をする際に使用下さい。 
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設定内容・数値の変更方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 断線エラーを検出した回数 

   断線エラー発生時にカウント値が１つ増えます。 

   断線エラー後に正常動作した場合は、カウント値は０にリセットされます。 

 

※２ 吐出エラーを検出した回数 

   吐出エラー発生時にカウント値が１つ増えます。 

   吐出エラー後に正常動作した場合は、カウント値は１減算されます。 

 

 

 

     通信設定でＲＳ４８５変換器のＣＯＭポートを選択する 

 

 

 

     ユニットに設定値書込ボタンで設定を中継基板ユニットに書込む 

CN14 アラーム出力端子の A 接点、B 接点の切替 

モード０（変更しないこと） 

吐出監視時間の遅延時間設定 

ポンプ通電時間+α監視時間 

断線エラーの判断回数設定 ※１ 

ID（末端基板ユニットの使用有無）  

この画面の場合、グループ１の ID１ 

の末端基板ユニットの使用の有無 

 

 

 

EPM センサーの使用有無  

使用するポート（センサー）を  

ありに設定下さい。  

温度の閾値の設定 

接点開時間上限の設定  

設定開（吐出）後、設定時間内に閉（復帰）

しない場合に異常と判断  

【単位 1/1000 秒】 

   1000＝1 秒 

 

 

接点開時間下限の設定 

設定開（吐出）後、設定時間内に閉（復帰）

してしまった場合に異常と判断 

【単位 1/1000 秒】 

   1000＝1 秒 

 

吐出エラーが何回続けて発生した時に

アラーム出力するかを設定 ※2 

エラーの回数 

 

グループ切替タブ 

ID 切替タブ 

チャンネル番号 

通信設定 
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手順１３ ロギング 

 

    ＰＣモニタリングツールを使用してロギングを実施する 

 

ロギングソフト起動方法 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Epm Monitor.exeをダブルクリック 

ＵＳＢ接続ポート 

通信設定 → 通信ポート → 使用する USB 接続ポートをクリック 

モニタリングの場合は 

モニタリングの開始をクリック 

ロギングの場合は 

ロギングの開始をクリック 

モニタリング画面に移行します。  

（モニタリングは画面での確認のみとな

りますのでデータは残りません。） 

ロギング画面に移行します。  

（ロギングは 1時間毎のデータを自動で保

存して行きます。）  
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モニタリング画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温度スケール・時間軸は見やすい値 

に変更下さい。  

グループ切替タブ 
接点・温度 

切替タブ 

時間軸スケール 

温度タブのみ 

温度軸スケール 

末端基板ユニット 

ID 切替タブ 

末端基板ユニット 

チャンネル 



67 

  ８．トラブルシューティング    

 

８－１ ＥＰＭセンサー編          

 

トラブルが発生したときは、下表に従い、処置を行ってください。 

現象 原因 原因の確認と対処 

ＥＰＭセンサ

ーが開しない 

給脂部の目詰まり ＥＰＭセンサーを外し、ハンドガンを使

用して給脂部の給脂負荷を確認する。 

目詰まりしている場合は、復旧する。 

給脂配管の破損 給脂配管の破損を目視で確認する。 

破損している場合は、新品に交換する。 

給脂配管のエア混

入 

給脂配管にエアが混入していないか確

認する。エアが混入している場合は、エ

ア抜きをする。ＥＰＭセンサー内部にエ

アが混入している可能性もあるので、３

回ほどポンプを運転させてＥＰＭセン

サーの動作を確認する。 

定量バルブのエア

混入 

オイル潤滑で吐出量が少ない定量バル

ブを使用してる場合、バルブ内のエアが

抜けずにＥＰＭセンサーの動作が不安

定になることがあります。注射器等でバ

ルブの２次側を負圧にしてエアを抜い

てください。 

配線間違え ＥＰＭセンサーのＭ８コネクタの結線

を確認する。正しい結線に修正する 

グリース残量不足 グリースの残量を確認する。カートリッ

ジを新品に交換する。 

異物混入 分解・洗浄・組立を実施    

３２ページ参照 

ＥＰＭセンサ

ーが閉しない 

内部異物混入 分解・洗浄・組立を実施    

  ３２ページ参照 

給脂部の目詰まり 目詰まりしている場合は、復旧する。 

断線 新品に交換する。 

給脂配管の固化 給脂配管のグリースを入れ替える。 

ＥＰＭセンサーの

固化 

分解・洗浄・組立を実施    

  ３２ページ参照 
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現象 原因 原因の確認と対処 

ＥＰＭセンサ

ーの反応が不

安定 

給脂配管及び定量

バルブのエア混入 

給脂配管のエア抜きを行う。 

定量バルブのエア抜きを行う。 

給脂配管の温度変

化が激しい 

給脂量に対して給

脂配管が長い 

給脂配管を膨張の少ない材質に変更す

る。バルブの吐出量を上げる。 

   改善しない場合は、 

   当社までご連絡ください。 

その他 分解・洗浄・組立を実施    

３２ページ参照 

ＥＰＭセンサ

ーの復帰時間

が長い 

環境温度が低い 使用温度範囲をご確認ください。 

 

内部異物混入 分解・洗浄・組立を実施    

  ３２ページ参照 

給脂配管の固化 給脂配管のグリースを入れ替える。 

ＥＰＭセンサーの

固化 

分解・洗浄・組立を実施    

  ３２ページ参照 

 

８－２ 中継・末端基板ユニット編      

 

現象 原因 原因の確認と対処 

構成エラーが

消えない 

構成が正しくな

い 

構成に対して不足している場合と構成に

対して余計な接続がある場合と両方でエ

ラーとなります。構成に対して正しく接続

してください。 

 

８－３ ＰＣソフトウェア編         

 

現象 原因 対処 

ソフトウェア

の通信ができ

ない 

ＲＳ４８５変換

器のドライバー

がインストール

されていない。 

ドライバーをインストールしてください。 

ＰＣアラーム設

定ツールとＰＣ

モニタリングツ

ールを同時に通

信している 

ＰＣアラーム設定ツールとＰＣモニタリ

ングツールを同時に通信しないでくださ

い。 

 


